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　子どもたちを取り巻く環境は，めまぐるしいと言って良いほど変化し，その結果，保育者に

求められる役割や機能は複雑多岐にわたってきている。子どもや保護者の立場に立ちながら，

子どもの最善の利益を保障し，保育を実践できる保育者の役割はますます重要なものとなって

いる。

　保育者養成に携わる者として，このめまぐるしい保育情勢の変化を踏まえつつ，より質の高

い保育者の養成を念頭に，学生のこれまでの体験活動等の実態や現在の考え方を調査した。

　個々の学生で体験活動等に差異が認められるのは当然のことであるが，全体的に，体験活動，

中でも子どもとのかかわりが少なく，したがって，それらを基盤にはぐくまれるであろう生き

る力を備えた人間性豊かな保育者として，即，保育現場で活躍できるまでには至っていない現

状がある。しかし，学生は，短い大学生活の中で，社会のニーズに応えられるより質の高い保

育者を目指して，気概作り，知識技能面の習得など努力している。今後は，直接的に子どもと

のかかわりができるような体験の場をより多く仕組んでいく必要がある。
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�　はじめに

　少子高齢化，女性の社会進出，さまざまな社会改革，そして，複合家族から核家族へという

家族形態の変化や，近所付き合いに総称される地域共同体の変化等は，家庭生活や子どもの育

ちに大きな影響をもたらしてきている。その結果，保育のあり方も対応の仕方も当然変わらざ

るを得ない状況にあり，保育者養成校においても，時代のニーズに沿った多様な保育サービス

に対応することのできる質の高い保育者の養成が求められている。

　ところで，保育現場において保護者が保育者に望むことの第一は「子どもが人間性豊かに育
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つように保育してほしい」ということであり，今も昔も変わらず「豊かな人間性を備えた保育

者」に大きな期待が寄せられている。子どもたちが集団生活を通して基本的生活習慣を身につ

け，季節や自然に親しみ，文化的・伝統的行事を通して，人間性豊かに育っていくよう保育し

てほしいと願っているのである。これらは，時代がいかに変わろうとも保育者として求められ

る変わらない部分，変化してはいけない要素，つまり保育者としての「本質」と言えるもので

あろう。

　さらに，行く先不透明の今日の社会情勢から鑑みるに，保育者には「生涯にわたる人間形成

の基礎を培う」保育の現場において，子どものころから自分で課題を見つけ，自分で学び，自

分で考えることのできる資質や能力，それを支える正義感や倫理観などの豊かな人間性を備え

た「生きる力」を培っていくという役割がある。この「生きる力」は，様々な体験や活動を通

して，子どもたちが主体的に考え，試行錯誤しながら自ら解決策を見出していくプロセスにお

いてこそはぐくまれるものである。

　「人は人によって人になる」と言われる。子どもたちが「生きる力」をはぐくみ，豊かな人

間性を備えた人になっていくためには，豊かな人間性を持った人に出会わなければならない。

子どもとかかわる保育者自身が「生きる力」を備え，人間性豊かであるべきことは言うまでも

ない。「生きる力」はより多くの経験をすることにより養われていくものであり，より多くの

経験の積み重ねにより自ら判断し，自らバランスをとりながら感受性を磨いていくものである。

　そんな中，主に保育者を目指しているこども学専攻の学生は，勉学や将来の進路（就職）に

ついて目的・目標を持って入学した学生が大半を占める。しかし，少数ではあるが，入学の動

機が単に「子どもが好き」「就職率が良い」などということで，確固たる目的を持てないでい

る学生もいないわけではない。さらに，目的意識は持っているとしても，これまでの育ちの未

熟さや生活経験の乏しさ，社会性の欠如，規範意識の希薄さなど，子どもをはぐくむ立場を目

指す学生の資質としては様々な問題点を抱えている学生もいると感じている。

　平成１０年，当時の文部省は「子どもの体験活動等に関するアンケート調査」を実施しその結

果を発表した。それによると，お手伝いしている子どもほど道徳観・正義感が身についている

という傾向があった。同様に生活体験や自然体験が豊富な子どもほど道徳観・正義感が身につ

いており，「青少年の生きる力をはぐくむ地域社会の環境の充実方策について」の中で，子ど

もの心の成長には，地域での豊かな体験が不可欠であることを答申している。

　以上のことを踏まえ，期待され社会のニーズに応えられる保育者の養成に携わる者として，

学生のこれまでの体験活動や規範意識等の実態・考え方を調査し，その上で，人的環境として

の保育者の在り方について，今，学生に何を伝えるべきか，学生とどのようなかかわり・学び

合いをしていけばよいのかを探ろうと考えた。

　ここでは，保育者を｢子どもの幸せ｣「子どもの最善の利益」を考える保育にかかわる人（幼

稚園教諭・保育士）として論ずることとする。
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�　研究方法

１　調査対象

　　短期大学のこども学専攻（保育者養成課程）の女子学生　１年生４６人　２年生４７人　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計９３人

　　調査の項目によっては、同上１年生のみ４６人　あるいは２年生のみ４７人で調査

２　調査項目・内容と調査期日等

　　今回の調査結果と，これまでに公表された他の調査結果とを比較検討することが多少なり

とも可能となるように，平成１０年文部省が実施した「子どもの体験活動等に関する実態調査」

や規範意識等に関する調査の項目とほぼ同じになるように項目を設定して調査した。そして，

公表された調査結果の中から，男女別に報告されたものに関しては女子に関するものと比較

することにした。

　　さらに，今回調査集計した結果を調査対象者自身に示すことで，調査結果について考察す

る場・自己と向き合うことのできる場を設けることとした。

○　体験活動等に関する実態の調査

　　生活体験に関するもの６項目・自然体験に関するもの８項目・その他に自他とのかかわり

に関するもの５項目を設定し，回答は主に「何度もある」「少しある」「ほとんどない」の３

件法で選択するよう求めた。規範意識に関するものは，８項目を設定した中から本人の自由

でよいと思う項目を選択するよう求めた。

　　調査時期：１年生　２００５年５月１２日　

　　　　　　　２年生　２００４年６月２２日（１年生時に実施）　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

○　社会に出ることへの意欲の調査

　　「社会に出ること」に関する期待について把握するために「仕事を持って社会で活躍する

のが楽しみだ」「生計を立てるためには仕方がない」「社会に出ることを考えると憂うつだ」

の３件法により一つを選択するよう求めた。

　　調査時期：１年生のみ　２００５年５月１２日

　　

○　生活体験・自然体験・家庭地域における自他とのかかわり・規範意識・社会に出ることへ

の意欲に関する集計結果に対する学生の思い（自己と向き合う）の調査　　　　　　　　　

　　調査時期：１年生のみ　２００５年６月２８日　こども学原論の講義の中で

　　　　　　　テーマ：　 家庭教育・幼児期からの心の教育の視点から　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　～豊かな人間性をはぐくむために～

　　５月１２日の実態調査の折に個人で記入したものを返却すると同時に，全体を集計した結果

をグラフ化したり表化したりしたプリントも配布した。自分と対象者全体の両者を比較して

考察したり自分自身を振り返ったりする機会を設け，様々な思いを自由記述式で述べても

らった。
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　※　後記の「調査結果と考察」の欄で「学生の感想」として、学生自身が考察したり自分と

向き合って感じたりした思いの中からいくつかを抜粋して紹介する。ただし，この場合，

女子短期大学生全体の集計結果だけを示す。

○　「豊かな人間性を備えた保育者とは」に関する調査

　　保育者の本質に迫る保育者像について，現段階で学生自身がどのように捉えているか実態

把握をするとともに，豊かな人間性を備えた保育者になるという自覚を持ってほしいという

願いもこめて記述式でアンケート調査を実施した。　

　　調査時期：２年生のみ　２００５年７月１３日　設定された項目に従って授業外で自由記述

　　質問項目は以下のとおり

　　�豊かな人間性を備えた保育者とはどんな保育者をいうのだと思いますか。

　　�自分自身を振り返って，不足しているものがあるとしたらどんなところだと思いますか。

　　�それは，どうすることで克服できると思いますか。

　　�豊かな人間性を備えた人になるために，幼いころどんな経験をさせる必要があると思い

ますか。また，なぜそう思いますか。

○　「１年生前期を振り返り，保育者としてのプロ意識は育ってきているか」に関する調査

　　調査時期：１年生のみ　　２００５年７月２９日　自由記述・提出　　　

　　　　

�　調査結果と考察

　前述のとおり，平成１０年７月文部省は全国の小学校２，４，６年生および中学校２年生，合計

約１万１千人を対象にアンケート調査を実施した。今回の調査対象となった学生は，平成１０年

当時は小学生であり，この調査対象となった子どもたちとちょうど同年代である。しかし，小

学生時にこの調査の対象となった者はいない。

　文部省の示した調査結果と今回の調査結果の比較検討に際しては，対象者が異なる上に，対

象時の年齢が異なるので，それぞれの学生が小学生時以降にも体験の機会に恵まれたであろう

ことや，心の成長，周りからの働きかけ等，諸々の条件が異なることは考慮しなければならな

い。

１　生活経験・自然体験

　○　生活体験

　　　調査結果は図１に示すとおりである。

　○　自然体験

　　　調査結果は図２に示すとおりである。
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図１　生活体験

図２　自然体験



　※　学生の感想から抜粋

　　・私もほぼ他の人と同じような経験を同じぐらいしていると感じた。

　　・タオルや雑巾を絞った経験のない人は学校での掃除の時間は何をしていたのだろうか。

　　・自然とのふれあいが少ない。　　　　　　

　　・日本にもまだ自然は残っている。

　　・けんかをやめさせるのは非常に難しいことであると思う。

　　・赤ちゃんとのかかわりが少ないことに驚いた。

　　・私は田舎で生まれ育ってたくさんの経験ができてよかった。感謝している。

　　・楽しむ経験は多い。苦しむ・悩む・やりぬく経験をした人は少ない。

　　・たくさんの経験，体験をしていくことで感性が豊かになっていくのではないか。

　

　　自然，人間，社会との体験活動を強化することの利点は，自然や現実社会と接触すること

を通して，生きていることの意味，人権の尊さ，他人とのかかわり方が学べることである。

人間としての本能や様々な感覚機能の発達は，実体験から生まれる部分が多い。人は自然，

人間，社会との直接的なふれあいを通じて，知的想像力や社会性が育成されると古くから言

われている。

　　調査項目に従って平成１０年度のものと比較してみると，今回の調査対象者がすべての項目

について多くの体験をしている。特に，タオルや雑巾を絞ったこと，ナイフや包丁で果物の

皮をむいたり野菜を切ったりしたことの項目に関しては，やはり女子短大生として「何度も

ある」がほとんどを占める。しかし「ほとんどない」の学生がわずかではあるが存在するこ

とも事実である。弱い者いじめへの注意やごみ拾いの項目に関して「何度もある」との回答

が少ないことは残念な結果である。

　　保育者を目指す学生でありながら，小さい子どもを背負ったり遊んであげたりしたことの

項目では２３％の学生が「少しある」と「ほとんどない」の回答であり，赤ちゃんのオムツを

換えたりミルクをあげたりしたことの項目ではわずか５分の１の学生のみが「何度もある」

と回答している。兄弟数の減少，少子化などの影響からか乳幼児とのかかわりは非常に少な

い。

　　自然体験に関しては，文部省が示したものとほぼ同様の傾向が伺われるが，野鳥を見たり

鳴く声を聞いたりしたことや夜空いっぱいに輝く星をゆっくり見たこと，キャンプをしたこ

と，高い山に登ったことなどの体験について，「少しある」「ほとんどない」の割合が少なく

なっている。地域性や調査時期以降にこのような体験の機会に恵まれたことが伺えるのでは

ないだろうか。

２　家庭・地域における自他との関わり

　　女子短期大学生の家庭・地域における自他との関わりの調査結果は図３に示すとおりであ

る。
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　※　学生の感想から抜粋

　　・地域の人とのかかわりは薄くなってきている。

　　・家族とのかかわりに対して地域とのかかわりが薄くなってきている。落差に驚いた。

　　・近所の人に誉められたり叱られたりした人が少ない。かわいそうである。

　　・自分からしたいと思っても機会が少なくなってきているのではないか。

　　・ボランティア活動「参加しない」「まったく参加しない」が多いのに驚いた。

　　・教育やしつけが家庭だけのことになっている。地域の人との交流は大事である。

　　・本学の学生は，結構コミュニケーションがとれていると思う。

　　

　　大学生になった今でも，決まった家事を持たないで家事の分担をしない学生がほぼ半数い

る。少子化，核家族化に伴い，家庭で必要とされる子どもたちの役割が減少し学歴社会の弊

害も手伝って，子どもたちの仕事は勉強に代わり手伝いのチャンスも除外されたという指摘

もある。「基本的生活習慣の確立」や「心の教育」を考えた場合，家庭の果たす役割は非常

に大きいわけであるが，現代の家庭では大切なものが失われてきている現状が伺える。

　　さらに，地域との交流となるとずいぶん希薄になっている。近所の人から誉められたり叱

られたりしたことが全くないと回答した者が４．３％あり，今回の調査からも十分そのことが

伺える。専門の保育者として，育児不安を抱えつつも近所に相談相手がいない親（園に通わ

せている子どもの保護者のみでなく，地域全体の保護者が対象）への支援を期待される所以

である。

３　規範意識

　　規範意識に関する比較「本人の自由でよい」と回答した者の割合を図４に示す。
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図３　女子短期大学生の家庭・地域における自他との関わり



　※　学生の感想から抜粋

　　・すべて「本人の自由ではよくない」と答えた人が少ない。

　　・反抗すること＝成長のしるし　だから悪いことではない。

　　・反抗したい時期があると思う。

　　・反抗するのは自由である。

　　・先生や親への反抗＝自分の考えを示すひとつの手段である。

　　・自分の都合のいいようにしか考えられない人がいるのだな。

　　・自分はよくても，相手を傷つけたり，誰かを悲しませたりするのはやっぱり「本人の自

由でよい」とするのはいけない。

　　・してはいけないことはきちんと教えるべきである。
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図４　規範意識に関する比較
「本人の自由でよい」と回答した者の割合



　　集計結果について最も多くの意見が記入されていた項目である。主張することと反抗する

ことなど文言のとらえ方による意見の違いもあろう。対象の学生の中には「今どきの学生は

……」と言われそうな，自由のはき違えをしている者もいるように感じる。

　　ところで，このごろの少年犯罪の多発化，低年齢化の背景として規範意識の低下があげら

れている。犯罪行為については大多数の人が「してはいけない」と考えている。しかし，わ

ずかではあるが「してもよい」「やむをえない」と考える若者が増加している。その要因の

ひとつに情報の氾濫があげられているが，目前の学生に対しても，情報の収集には自己責任

が伴うこと・判断は本人がきちんとすべきであること，つまり，学生自身で自分にとって必

要な情報は何であるのかを選択して身につける能力や，自分にとって必要な情報を判断する

力をつける必要があると思う。

　　近年小学校等における道徳の授業においてさえ，「生きる力」云々と称して自分で判断さ

せることの強調のあまり，結論を本人の判断に任せることをよしとする向きもあるようであ

るが，果たしてこのままで良いものであろうか。

　　今回の調査結果からは，生活体験，自然体験が豊かな学生ほど正義感や道徳観がはぐくま

れているという相関関係および結論を導き出すまでには至らなかったが，調査対象の学生の

中には，自分の都合だけで判断するのでなく，相手や周りの対場に立って物事を捉えようと

しているすばらしい学生も存在することがわかった。

　　今回，全項目について「本人の自由ではよくない」と回答したものは全体の２４．７％であっ

た。この結果は，喜ぶべき結果なのか憂慮すべき結果なのかどう判断すべきであろうか。

４　社会に出ることへの意欲

　　調査結果は図５に示すとおりである。
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図５　社会に出ることへの意欲



　※　学生の感想から抜粋

　　・社会奉仕や自分を生かすことを楽しみにしていていいことだと思う。

　　・心配はあるけど，楽しみである。

　　・不安を抱えている人もいるのだなあ。

　　・もしかして自分のやりたいことが見つかっていないのかもしれない。

　　・「生計を立てるためには仕方がない」・・・本人の考え方次第だと思う。

　　・仕事に就くことに楽しみを持てない人が２８パーセントもいることに驚いた。

　　今回対象の学生は，将来の職業を意識してこの学科を専攻しただけのことはあり，仕事に

対して夢や希望を抱き将来の自己の進路についてよく考えている。大学卒業後も引きこもり

やフリーターとなる者が増加し，最近ではニートと言われる若者も出現し増加の傾向にある

中，良好な結果が出ている。しかし，少数ではあるが，自己卑小感，将来に対しての自信の

なさ，冷ややかな現実認識というのがあるようで，仕事を単なる生活の糧を得る手段とみな

している者もいる。

　　働くことの大切さや，自分の希望や将来の職業について考える契機として，子どもたちと

のかかわりなど少しでも多くの体験を積み重ねる必要を感じている。教育実習への意欲付け

やボランティア活動への参加の奨励など推進しなければならない。

５　豊かな人間性を備えた保育者

　　２年生は二度にわたる幼稚園教育実習，一度の保育実習を経験している。十分とまではい

かないにしても，身をもって子どもとかかわり，指導してくださった保育者とかかわり，保

護者とかかわり，少しばかりではあろうが地域ともかかわりを持った学生である。

　※　学生の記入したものから抜粋

　Ｑ�　豊かな人間性を備えた保育者とはどんな保育者をいうのだと思いますか。

　　・人に対して寛大な心を持っている人

　　・感受性が豊かで多くのものに感動する人

　　・子ども一人一人を理解してあげられる保育者

　　・向上心を持つ人

　　・子どもたちと一緒に楽しんだり悲しんだり悩んだり喜んだりできる人

　　・臨機応変に対応できる人

　　・明るくやさしく包容力のある人

　　・広い心で胸にゆとりを持って，それぞれ個にあった援助のできる人

　　・「生きる力」を持っている人

　Ｑ�　自分自身を振り返って，不足しているものがあるとしたらどんなところだと思います

か。

　　・自然に対する興味や関心

　　・探究心・研究心

　　・それぞれの子どもを見る力

－64－

鹿児島純心女子短期大学研究紀要　第３６号　（２００６）



　　・保育に関する専門知識や技術

　　・柔軟性

　Ｑ�　それは，どうすることで克服できると思いますか。

　　・たくさんの自然に触れ，疑問を持ち，様々な体験をする。

　　・自ら進んでコミュニケーションをとる。多くの人とかかわる。

　　・たくさんの専門書を読み，知識を豊かにする。

　　・いろんなことを知り，自分のものにして自信を持つ。

　　・たくさんの子どもと出会い，たくさんの子どもとかかわる。

　Ｑ�　豊かな人間性を備えた人になるために，幼いころどんな経験をさせる必要があると思

いますか。

　　・自然と多くかかわらせて感受性を豊かにさせる。

　　・動植物に触れる機会や，多くの人とかかわる機会を持つ。「死」の場面にも出会わせる。

　　・思いっきり遊ばせて体験を多く積ませる。

　　・楽しい経験ばかりでなく，悔しかったりつらかったりする経験もさせる。

　　・農業体験をさせる（汗を流す，作物を作る大変さ，農家への感謝，収穫の喜び）。

　　・お年寄りとのかかわりや地域活動や地域行事へ積極的に参加させる。

　　・周りと協力する，自分をコントロールする，自分の意思をはっきり伝えることを体験さ

せる。

　　・日常生活の中でいろんな体験をさせる（けんか，水遊び，虫や動物との触れ合い）。

　　この調査にあたって，事前に体験活動の重要性や必要性について説明や注釈をしたわけで

はないが，学生は自分自身の体験活動等これまでの育ちに対しての振り返りと，教育実習に

おける実際の子どもたちとのかかわりを通して，幼いころの体験活動の重要性，必要性を実

感している。

　　中央教育審議会答申「幼児期からの心の教育の在り方について」（平成１０年６月）では，

「生きる力」の核となる豊かな人間性に関する感性や心を次のように整理している。

　　○美しいものや自然に感動する心などの柔らかな感性

　　○正義感や公正さを重んじる心

　　○生命を大切にし，人権を尊重する心など基本的な倫理観

　　○他人を思いやる心や社会貢献の精神

　　○自立心，自己抑制力，責任感

　　○他者との共生や異質なものへの寛容

　　「生きる力」｢体験活動｣「豊かな人間性」の関連については「�　はじめに」のところで触

れたが，これらを参考に考察すると調査対象の学生は体験活動の重要性，中でも乳幼児期に

おける体験活動がいかに重要であるかということに関して，実に多くの大切なことがらに気

づいている。このことを自分のことと重ね合わせて，しっかり理解，認識した上で，保育者

として子どもたちとかかわることは，これまた非常に意義深いことである。　
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６　保育者としてのプロ意識は育ってきているか

　　１年生を対象に，本学に入学して前期を終えるにあたり自分自身を振り返る機会を作った。

　※　学生の記入したものから抜粋

　・たくさんの講義を受けて，自分の考えが甘すぎたことを日々実感した。子どもを見る目も

変わってきているかもしれない。

　・今は知識を育てていく段階なので，なかなか難しく頭を悩ますことも多かったが，保育者

になりたいという気持ちは大きくなってきている。

　・保育に関して多くのことを学びより多くのことを知るにつれて，保育者になれるだろうか

という新たな不安も生まれた。と同時に一歩ずつ理想の保育者に近づいている気もする。

　・様々な授業で保育に関する専門的な分野を学んでいく中で，保育者になりたいという思い

はよりいっそう深まったが，同時に，今までの自分の中の甘えも感じた。

　・保育者の役割はたくさんあり，これから解決しなければならない課題をたくさん見つける

ことができた。

　　短期大学の２年間で，保育者としての気概作りをし知識を豊かにし技術を身につけるとい

うハードなスケジュールの中にあって，対象の学生は高校を卒業してわずか４ヶ月ではある

が，保育者を目指すという目標を持っているだけに，彼女らの変容，成長ぶりには目を見張

るものを感じている。

�　おわりに

　現在用いられている幼稚園教育要領の第１章総則には，多岐にわたる保育者の役割の中で主

に子どもとのかかわりという点から考えてみると，「教師は，幼児一人一人の活動の場面に応

じて，様々な役割を果たし，その活動を豊かにしなければならない」との文言があり，「幼児

の精神的拠り所」「憧れを形成するモデル」「幼児との共同作業者，共鳴者」「幼児の理解者」

としての役割が期待されている。保育所保育指針においても，第３章から第１０章までの年齢別

保育内容の中に「保育士の姿勢と関わりの視点」が設けられ，子どもの発達に関して保育者の

適切な関わりの重要性が強調されている。

　専門職としての保育者の責任は，子どもの幸せを第一に考えることであり，子どもの生きる

力をはぐくむことである。子どもの最善の利益を尊重することである。子どもの生きる力を守

りはぐくむこととは，生命を守り，具体的に必要な世話をしながら，子どもの成長に即して子

ども自らが自分の健康や安全に気遣い，生活の仕方を身につけ，その子らしく自立に向かい成

長していくよう指導，援助していくことである。

　子どもの中に潜在する「生きる力」は，自分の置かれた環境の中でしっかり生きていこうと

する能力である。これは誰にでも備わっているものであるが，より多くの経験をすることによっ

て，今後さらに急速に変化していくであろう社会の中でも生き抜いていく力となると考えられ

る。

　保育という営みは，大人と子どもが相互の信頼を基盤に共同の生活を生み出すことである。
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そして，その基本はかかわりというコミュニケーションであり，いかに人間関係を構築してい

くかという保育者の力量が問われる。保育とは何かということを理論的には理解したとしても

実践的にいかにかかわるかという問題になると，学生自身の自己表現力や技術的表現力，さら

には学生自身の成育過程における生活体験や感情体験といったものが総合的に影響してくる。

ほとんどの学生は子どもとのかかわりを持った経験が少ないために，子どもの視点を理解した

り，受容的なかかわりのあり方を理解した上で必要な見守りをしながら養育したりする姿勢や

態度が十分できていない。自分の人間性を生かしながら，いかに実践的にかかわりを実現して

いくかという力量が求められるわけであるが，臨機応変に，一人一人の子どもの心に寄り添っ

て，その心の動きに敏感にしかも温かく受け止めて応じなければならない。

　このような力量を育成するにあたっては，学生自身が自分自身をいかに捉えているか，つま

り，自分自身の可能性と限界，他者との関係性の築き方，感情表現の仕方などについての自己

への気付きや認識が重要になる。これまでの体験活動が十分とまでは言えない学生，中でも保

育者を目指している学生に対してのカリキュラム編成に当たっては，可能な限り直接的な経験

を保育者養成の仕組みとして用意していかなければならない。保育者は人を育てる人である。

子どもと直接かかわる機会を多く持たせたり，筆者の（つたないけれども）人生観や保育観を

伝えたり語り合ったりすることなどを通して，自分自身も育つことなしには保育は不可能であ

ることを自覚させることが重要である。そして，そのことはそっくりそのまま筆者にも向けら

れることでもある。

　豊かな人間性を備えた保育者，社会のニーズに応えられる質の高い専門職としての保育者を

養成することの社会的使命と責任の重大さを痛感しているところである。
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